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●はじめに● 

 

 本書は，受験算数の文章題において出題率の高い問題を，単元別に反復演習で

きるようになっています。 

基礎的な「よく出る問題」をくり返し解くことによって，一行問題の得点力を

アップさせることができます。 

 本書を十二分に活用して，入試に対応できる実戦力を身につけてください。 

 

 

 なお，本書で弱点単元が見つかった場合は，弊社既刊の『受験算数 基礎トコ

トン』シリーズを使用して基礎を強化することができます。必要に応じて併用を

おすすめします。 

 

 受験算数 基礎トコトン① 割合 

            ② 速さ 

            ③ 場合の数 

            ④ 特殊算 

            ⑤ 平面図形 

            ⑥ 立体図形 

            ⑦ 数の性質・規則性 
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（解答はＰ128） 

□① 36 の約数は全部で   個あります。 

 

□② 2010 の約数は全部で   個です。 

 

□③ 1 から 20 までの整数の中で，約数を 4 つだけもつ数は   個あります。 

 

□④ 64 のすべての約数の和は   です。 

 

□⑤ 126 と 315 の公約数の中で 2 番目に大きい数は   です。 

 

□⑥ 2 けたの 9 の倍数全部の和は   です。 

 

□⑦ 8 分おき，12 分おき，18 分おきに発車する 3 台のバスがあります。ある日の午前

8 時に 3 台のバスが同時に発車しました。この次に 3 台のバスが同時に発車するの

は午前   時   分です。 

 

□⑧ 2 けたの整数が 2 つあり，最大公約数が 8 で，積が 1536 になります。この 2 つの

整数は   と   です。 

 

□⑨ 縦 12 ㎝，横 30 ㎝の長方形の紙を，すきまなく並べて正方形をつくるとき，1 番小

さい正方形の 1 辺の長さは   ㎝です。 

 

□⑩ たて 26ｍ，横 65ｍの長方形の土地の周りに同じ間かくで木を植えます。木の本数

を最も少なくするには，間かくを   ｍにすればよいです。ただし，長方形の 4

つの角には必ず木を植えることにします。 

 

第１課 約数・倍数（１） 
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（解答はＰ128） 

□① 24 の約数は全部で   個あります。 

 

□② 1000 の約数は全部で   個です。 

 

□③ 1 から 50 までの整数の中で，約数を 3 つだけもつ数は   個あります。 

 

□④ 56 のすべての約数の和は   です。 

 

□⑤ 120 と 300 の公約数の中で 2 番目に大きい数は   です。 

 

□⑥ 2 けたの 7 の倍数全部の和は   です。 

 

□⑦ 8 分おき，10 分おき，15 分おきに発車する 3 台のバスがあります。ある日の午前

9 時 20 分に 3 台のバスが同時に発車しました。この次に 3 台のバスが同時に発車

するのは午前   時   分です。 

 

□⑧ 2 けたの整数が 2 つあり，最大公約数が 18 で，積が 1944 になります。この 2 つの

整数は   と   です。 

 

□⑨ 縦 10 ㎝，横 18 ㎝の長方形の紙を，すきまなく並べて正方形をつくるとき，1 番小

さい正方形の 1 辺の長さは   ㎝です。 

 

□⑩ たて 33ｍ，横 55ｍの長方形の土地の周りに同じ間かくで木を植えます。木の本数

を最も少なくするには，間かくを   ｍにすればよいです。ただし，長方形の 4

つの角には必ず木を植えることにします。 

 

第１課 約数・倍数（１）反復演習 
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（解答はＰ128） 

□① 2つの分数6
12

5
と3

18

1
に，なるべく小さい分数をかけてどちらも整数にするとき，

その分数は，   です。 

 

□② 4
3

2
，8

4

3
，8

6

1
のそれぞれに同じ分数をかけると，答えはどれも 1 より大きい整数

になります。かける分数の中で，一番小さい分数は   です。 

 

□③ 
42

19
で割っても，

63

4
で割っても，答えが整数になるような 0 より大きい分数の中

で，最も小さい分数は   です。 

 

□④ 
8

3
で割っても，

12

5
で割っても答えが整数になる分数のうち，一番小さい分数は 

   です。 

 

□⑤ 
40

9
と

28

15
を同じ整数で割ると，どちらも分子が 1 になります。このような整数の

うち，3 けたの整数は全部で   個あります。 

 

□⑥ Ｔ学園の畑で，ジャガイモ 156 個とトウモロコシ 60 本がとれました。できるだけ

多くの子供にそれぞれ同じ数だけ余りが出ないように配るとすると，   人の子

供に配ることができます。 

 

□⑦ 52 枚のカードを何人かの人に配ると，どの人も 6 枚または 7 枚のカードを持ちま

す。6 枚のカードを持つ人は   人です。 

 

□⑧ 何人かの子どもがいます。りんご 60 個を全員に同じ数ずつできるだけ多く配った

ところ，6 個余りました。同じように，みかんを 120 個，かき 75 個をできるだけ多

く配ったところ，みかんは 12 個，かきは 3 個余りました。子供の人数は   人

です。 

第１課 約数・倍数（２） 
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（解答はＰ129） 

□① 2 つの分数 4
8

3
と 4

12

1
に，なるべく小さい分数をかけてどちらも整数にするとき，

その分数は，   です。 

 

□② 2
2

1
，3

3

1
，3

4

3
のそれぞれに同じ分数をかけると，答えはどれも 1 より大きい整数

になります。かける分数の中で，一番小さい分数は   です。 

 

□③ 
75

14
で割っても，

50

21
で割っても，答えが整数になるような 0 より大きい分数の中

で，最も小さい分数は   です。 

 

□④ 2
4

1
で割っても，1

14

1
で割っても答えが整数になる分数のうち，一番小さい分数は 

   です。 

 

□⑤ 
10

9
と

13

12
を同じ整数で割ると，どちらも分子が 1 になります。このような整数のう

ち，3 けたの整数は全部で   個あります。 

 

□⑥ Ｔ学園の畑で，ジャガイモ 117 個とトウモロコシ 65 本がとれました。できるだけ

多くの子供にそれぞれ同じ数だけ余りが出ないように配るとすると，   人の子

供に配ることができます。 

 

□⑦ 50 枚のカードを何人かの人に配ると，どの人も 5 枚または 6 枚のカードを持ちま

す。5 枚のカードを持つ人は   人です。 

 

□⑧ 何人かの子どもがいます。りんご 120 個を全員に同じ数ずつできるだけ多く配っ

たところ，8 個余りました。同じように，みかんを 70 個，かき 50 個をできるだけ

多く配ったところ，みかんは 6 個，かきは 2 個余りました。子供の人数は   人

です。 

 

第１課 約数・倍数（２）反復演習 
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（解答はＰ129） 

□① 3 つの数 343，127，259 をそれぞれ同じ数   で割ると，余りがすべて 7 となり

ます。 

 

□② 137，194，289 の 3 つの数を同じ数で割ると，余りは 3 つとも等しくなります。 

この割る同じ数は   です。 

 

□③ 63，94，156 の 3 つの数を   で割ったら，余りは同じになります。 

 

□④ 3 つの数 1277，1550，2278 をある整数で割ると，余りはすべて同じになります。

このような整数のうちで最も大きいものは   です。 

 

□⑤ 394 をわると 34 余り，547 をわると 43 余る数のうちで，最も大きい整数は   で

す。 

 

□⑥ Ａ町とＢ町で同時に花火の打ち上げを開始しました。Ａ町では 100 発の花火を 25

秒おきに，Ｂ町では 70 発の花火を 35 秒おきに打ち上げました。Ａ町とＢ町で同時

に花火が上がった回数は   回です。 

 

□⑦ 3 つの整数ｎ，12，30 の最大公約数は 6 で，最小公倍数は 420 です。このような

整数ｎのうち最も小さい数は   です。 

 

□⑧ 縦が 72 ㎝，横が 84 ㎝の長方形の板の上に，大きさが同じ正方形のタイルをすき

まなく並べます。タイルの枚数をなるべく少なくするには，タイルは   枚必要

です。 

 

第１課 約数・倍数（３） 
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（解答はＰ129） 

□① 3 つの数 287，175，217 をそれぞれ同じ数   で割ると，余りがすべて 7 となり

ます。 

 

□② 50，115，167 の 3 つの数を同じ数で割ると，余りは 3 つとも等しくなります。 

この割る同じ数は   です。 

 

□③ 61，95，146 の 3 つの数を   で割ったら，余りは同じになります。 

 

□④ 3 つの数 1000，1060，1144 をある整数で割ると，余りはすべて同じになります。

このような整数のうちで最も大きいものは   です。 

 

□⑤ 355 をわると 35 余り，490 をわると 42 余る数のうちで，最も大きい整数は   で

す。 

 

□⑥ Ａ町とＢ町で同時に花火の打ち上げを開始しました。Ａ町では 80 発の花火を 24

秒おきに，Ｂ町では 60 発の花火を 36 秒おきに打ち上げました。Ａ町とＢ町で同時

に花火が上がった回数は   回です。 

 

□⑦ 3 つの整数ｎ，15，40 の最大公約数は 5 で，最小公倍数は 1320 です。このような

整数ｎのうち最も小さい数は   です。 

 

□⑧ 縦が 64 ㎝，横が 96 ㎝の長方形の板の上に，大きさが同じ正方形のタイルをすき

まなく並べます。タイルの枚数をなるべく少なくするには，タイルは   枚必要

です。 

 

第１課 約数・倍数（３）反復演習 


